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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成21年６月26日付をもって提出いたしました第51期事業年度（自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日）有価証券報

告書の記載事項の一部について訂正を要する箇所がありましたので、これを訂正するために有価証券報告書の訂正報告書を提

出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第２　事業の状況

４　事業等のリスク

(5）継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況によるリスクについて

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿を付して表示しております。
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第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

４【事業等のリスク】

（訂正前）

(5）継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況によるリスクについて

　「継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況」において記載しております通り、当社には継続企業の前提に

関する重要な疑義が生じております。詳細につきましては当該箇所をご参照下さい。当社は当該状況の解消を図るべく、

「中長期的な経営戦略」を策定し着実に実行してまいりますが、本計画通り進捗しなかった場合は、予想していた収益が

確保できない可能性があります。

 

（訂正後）

(5）継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況によるリスクについて

　当社グループの主力販売商品であるカーケア関連商品の販売先であるサービスステーション（略称：ＳＳ）業界におい

ては、景気後退に伴い顧客のＳＳへ来店する頻度は減少し、ガソリン等自動車用燃料油の販売量が減少するに止まらず、燃

料油以外（カーケア関連商品）の販売機会の喪失等、当社グループのカーケア関連商品卸売事業を取り巻くＳＳ業界の市

場環境は厳しい状況におかれております。

　このような環境下にあって、売上高は平成15年以降継続的に減少し営業損失を計上しております。

　当連結会計年度においても、19百万円の営業損失および100百万円の営業キャッシュ・フローのマイナスを計上しており

ます。

　当該状況にあって、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。この状況を解決すべく、下記の取り組みを

具体的に実施してまいります。

①　売上高の維持拡大

（イ）ＳＳ向け販売体制の再構築

ＳＳの減少、ＳＳにおける取扱い商品の絞り込みが大幅な売上高減少の要因となっており、営業体制の見直し、

顧客ニーズに対応した商品企画提案により売上高減少に歯止めをかけます。

（ロ）新規事業企画の推進

既存市場にこだわらずＳＳ外にも目を向け、消費者ニーズに対応した販売商品の開発、販路の開拓など新しい

ビジネスチャンスとなる新規事業を企画推進します。本社部門の営業力を強化し、主力事業及び新規事業の活

性化と推進力を高めてまいります。

②　コスト削減

　全社的な経費削減運動を継続するとともに、コスト削減と資金繰りの改善を図ります。

（イ）部門ごとに役割を明確にし、在庫削減並びに鮮度管理を本社主導で進めてまいります。販売計画に基づく商品

仕入と、営業所の在庫管理の標準化により、過剰仕入による在庫多寡を防ぎ資金繰りの改善を図ります。

（ロ）売掛債権の回収短縮化及び回収管理の徹底により、不良債権の発生を防止し資金繰りの改善を図ります。

（ハ）採算及び発展性のない事業に関しては、縮小、撤退を進めます。ただし中期、長期的に発展性が見込まれる事業

に関しては、主力事業の効率化を図り、経営資源投入を具体化し、事業の展開を進めてまいります。

③　キャッシュ・フローの改善

　当連結会計年度から取り組み実施している在庫削減（当期実績は、341,116千円の削減）を実施いたしました。次期

においても引き続き在庫削減、仕入ロス削減、さらに売掛債権の回収サイトの短縮、仕入先に対する差入保証金の解除

（適正提供額の見直し）などにより資金確保を進めてまいります。

　当社は当該状況の解消を図るべく、「中長期的な経営戦略」を策定し着実に実行してまいりますが、本計画通り進捗しな

かった場合は、予想していた収益が確保できない可能性があります。
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